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原
城
の
戦
い
を
考
え
直
す
1
新
視
点
か
ら
の
新
構
図
－

178

一
　
海
の
城
、
原
城

　
南
有
馬
町
教
育
委
員
会
に
よ
っ
て
原
城
跡
の
発
掘
調
査
が
継
続
さ
れ
て
い
る
。
メ
ダ
イ
、
ロ
ザ
リ
オ
、
ク
ル
ス
を
と
も

な
う
書
し
い
人
骨
、
骨
片
。
天
草
・
島
原
の
乱
（
寛
永
十
四
～
十
五
、
一
六
一
二
七
～
三
八
）
の
最
終
段
階
、
原
城
に
お
け
る
悲

劇
の
光
景
が
、
ま
ざ
ま
ざ
と
よ
み
が
え
っ
て
き
た
。
落
城
後
、
徹
底
的
に
破
壊
さ
れ
た
と
い
う
原
城
で
は
あ
る
が
、
実
際

に
は
堅
固
な
石
垣
は
残
さ
れ
て
い
て
、
発
掘
で
全
貌
を
表
し
た
。
そ
れ
は
た
だ
埋
め
ら
れ
て
い
た
だ
け
だ
っ
た
。
そ
れ
以

前
の
段
階
、
一
揆
方
が
籠
っ
た
段
階
で
の
原
城
は
相
当
な
る
要
害
の
城
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

　
落
城
後
に
城
は
破
却
さ
れ
た
。
そ
の
時
の
埋
土
か
ら
大
量
の
瓦
が
出
土
す
る
地
点
が
あ
っ
た
。
本
丸
正
門
（
大
手
口
訳
）

跡
の
近
く
で
あ
る
。
廃
棄
さ
れ
て
い
た
の
は
糸
切
引
と
い
う
製
法
の
瓦
で
あ
る
。
近
世
の
初
頭
に
、
瓦
の
製
造
技
法
に
技

術
革
新
が
あ
っ
て
、
粘
土
板
を
切
る
方
法
が
従
来
の
糸
切
引
に
対
し
、
鉄
線
引
瓦
に
変
わ
っ
た
。
糸
切
引
瓦
は
、
慶
長
期

（一

ﾜ
九
六
～
）
頃
ま
で
主
流
の
瓦
で
あ
る
。
寛
永
期
（
一
六
二
四
～
）
に
な
れ
ぽ
、
鉄
線
引
瓦
が
主
流
に
な
り
つ
つ
あ
っ
た

が
、
原
城
跡
で
は
そ
の
技
法
に
よ
る
新
瓦
は
出
土
せ
ず
、
古
里
の
み
が
出
土
す
る
。

　
原
城
に
は
乱
の
終
結
時
ま
で
、
瓦
を
葺
い
た
建
物
が
あ
っ
た
。
そ
し
て
そ
の
建
物
の
瓦
は
、
主
と
し
て
三
〇
年
ほ
ど
前

ま
で
多
用
さ
れ
た
も
の
だ
っ
た
。
こ
の
瓦
溜
の
な
か
に
、
饒
瓦
風
の
飾
り
瓦
が
二
個
体
分
出
土
し
た
。
手
と
考
え
ら
れ
る

部
分
の
瓦
も
出
土
し
て
い
る
の
で
、
饒
で
は
な
く
龍
を
表
し
た
瓦
だ
と
考
え
る
人
も
い
る
。
龍
で
あ
れ
ば
、
中
国
風
で
あ



る
。
琉
球
や
中
国
の
建
物
に
近
い
外
観
だ
っ
た
。

　
原
城
は
一
五
九
九
年
秋
の
イ
エ
ズ
ス
会
宣
教
師
の
報
告
中
に
、
「
ア
リ
マ
殿
が
新
城
を
築
い
て
い
る
」
と
あ
る
こ
と
か

ら
、
慶
長
四
年
（
一
五
九
九
）
に
修
築
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
マ
テ
ウ
ス
・
デ
・
コ
ウ
ロ
ス
『
一
六
〇
三
年
年
報
』

（
慶
長
八
年
）
や
ジ
ョ
ア
ン
・
ロ
ド
リ
ゲ
ス
・
ジ
ラ
ン
『
一
六
〇
四
年
年
報
』
（
慶
長
九
年
）
に
も
、
晴
信
が
原
城
を
修
築
し

た
記
録
が
あ
る
。
有
馬
晴
信
に
替
わ
っ
た
領
主
、
松
倉
重
政
は
原
城
か
ら
島
原
城
へ
の
移
転
を
行
う
。
島
原
城
築
城
は
元

和
二
年
（
一
六
工
ハ
）
に
開
始
さ
れ
た
。
こ
の
と
き
原
城
は
修
築
艶
麗
〇
年
も
経
っ
て
い
な
い
。
頑
丈
な
城
郭
建
築
だ
か

ら
、
い
ま
だ
新
築
に
近
い
状
態
だ
っ
た
。
さ
ら
に
約
二
十
年
後
、
即
ち
原
城
廃
城
二
十
年
後
、
島
原
の
乱
の
お
り
に
も
一

部
の
建
物
は
壊
さ
れ
ず
に
残
っ
て
い
た
。
四
〇
年
男
で
も
耐
用
年
数
は
十
分
差
あ
っ
て
、
ま
だ
ま
だ
取
り
壊
す
ほ
ど
に
老

朽
化
し
た
状
態
で
は
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。
原
城
は
古
い
建
物
が
一
部
に
残
る
城
だ
っ
た
。

　
乱
の
終
了
後
百
年
も
経
つ
と
、
多
く
の
攻
城
図
や
合
戦
屏
風
が
作
ら
れ
よ
う
に
な
る
。
だ
が
そ
れ
ら
の
絵
で
は
、
一
揆

の
籠
も
る
原
城
に
は
茅
葺
き
の
建
物
が
画
か
れ
る
の
み
だ
っ
た
。
饒
瓦
（
龍
瓦
）
が
出
土
し
た
と
い
う
こ
と
は
、
原
城
本

丸
正
門
（
大
手
）
周
辺
に
饒
瓦
（
龍
瓦
）
の
載
る
建
物
が
建
っ
て
い
た
こ
と
を
語
る
。
そ
れ
は
城
郭
建
築
そ
の
も
の
で
あ
る
。

緊
急
に
籠
城
し
た
キ
リ
シ
タ
ン
た
ち
が
、
新
規
に
饒
の
あ
る
城
門
を
建
て
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
建
て
た
人
物
は
、
こ

の
城
を
築
い
た
か
つ
て
の
領
主
有
馬
晴
信
以
外
に
は
い
な
い
。
晴
信
以
来
の
建
物
が
、
有
馬
氏
の
転
封
を
経
た
の
ち
、
新

領
主
松
倉
氏
の
時
代
と
な
っ
て
、
居
城
が
島
原
新
城
に
移
っ
て
か
ら
も
、
依
然
一
部
が
残
っ
て
い
た
。
つ
ま
り
一
揆
軍
は

有
馬
氏
の
築
い
た
城
に
入
城
し
た
の
で
あ
る
。

　
一
揆
方
が
残
し
た
も
の
も
多
い
。
な
に
よ
り
人
骨
、
骨
片
。
す
な
わ
ち
遺
体
で
あ
る
。
籠
城
し
た
民
衆
は
名
前
こ
そ
残

さ
な
か
っ
た
が
、
自
身
の
肉
体
の
一
部
を
残
し
て
い
た
。
し
か
し
ど
れ
ひ
と
つ
と
し
て
、
頭
か
ら
足
ま
で
、
全
体
が
揃
っ
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か
っ
た
。
花
十
字
瓦
は
ど
こ
か
ら
か
運
ば
れ
て
き
た
か
、

お
そ
ら
く
原
城
の
中
心
に
は
教
会
が
あ
っ
た
。
持
仏
堂
に
似
た
存
在
で
あ
ろ
う
。

　
原
城
の
発
掘
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
多
く
の
知
見
で
は
、
い
わ
ゆ
る
通
説
と
の
乖
離
が
甚
だ
し
い
部
分
が
あ
る
。
わ
れ
わ

れ
は
島
原
の
乱
の
際
に
一
揆
方
が
籠
っ
た
城
は
石
垣
も
何
も
な
い
廃
城
だ
と
思
い
こ
ま
さ
れ
て
い
た
。
歴
史
学
者
で
さ
え

　
　
　
た
も
の
は
な
い
。
損
傷
が
甚
だ
し
い
。
死
亡
時
に
も
ひ
ど
く

　
　
　
破
損
し
た
だ
ろ
う
し
、
そ
の
後
に
も
無
造
作
に
投
げ
捨
て
ら

骨
　
　
れ
、
そ
の
上
に
巨
石
が
投
じ
ら
れ
た
。
そ
の
遺
体
に
伴
っ
て

訊　
　
　
メ
ダ
イ
、
ロ
ザ
リ
オ
、
ク
ル
ス
な
ど
多
数
の
遺
物
が
出
土
す

け
一

難
る
幹
垣
の
直
下
に
は
竪
穴
住
居
蕪
と
並
ん
で
検
出

肋
類
　
さ
れ
た
。
各
住
居
に
カ
マ
ド
の
検
出
は
な
か
っ
た
。
こ
れ
こ

　
　
　
そ
一
揆
方
民
衆
の
家
で
あ
る
。
か
つ
共
同
生
活
を
行
っ
て
い

　
　
　
　
ク
ル
ス

27

@
　
　
十
字
を
刻
し
た
花
十
字
瓦
も
出
た
。
長
崎
で
は
教
会
の
跡

図
　
　
か
ら
こ
の
花
十
字
瓦
が
よ
く
出
土
す
る
。
い
ま
の
と
こ
ろ
原

　
　
　
城
に
お
け
る
こ
の
瓦
の
出
土
点
数
は
少
な
い
。
と
い
う
よ
り

　
　
　
も
破
片
の
み
だ
。
一
揆
に
は
瓦
を
焼
く
時
間
は
与
え
ら
れ
な

　
　
ま
た
は
も
と
も
と
有
馬
時
代
の
原
城
に
あ
っ
た
も
の
だ
ろ
う
。
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図28　メダイ（右はX線写真。南有馬町教育委員会提供）

も
、
そ
う
説
い
て
い
た
。
島
原
築
城
に
際
し
、
海
を
利
用
し
て
原
城
の
古

材
、
石
垣
を
運
ん
だ
一
と
い
う
の
で
あ
る
。
発
掘
調
査
は
そ
の
常
識
を
覆

し
た
。
い
っ
た
い
、
い
つ
、
誰
が
こ
う
し
た
虚
像
を
作
り
あ
げ
て
い
っ
た

の
だ
ろ
う
か
。

　
原
城
の
城
門
の
い
く
つ
か
が
、
海
（
島
原
湾
・
有
明
海
）
に
面
し
て
い
る
。

わ
た
し
は
以
前
か
ら
そ
の
こ
と
を
不
思
議
に
思
っ
て
い
た
。
大
手
で
あ
る

ひ
　
の
　
え

日
ノ
江
口
（
「
樋
上
口
」
と
も
書
か
れ
る
）
の
ほ
か
、
田
尻
口
、
池
尻
口
（
蓮

池
門
）
な
ど
の
城
門
が
あ
り
、
そ
れ
ら
は
海
に
面
し
て
開
口
し
て
い
る
。

い
わ
ゆ
る
海
城
、
た
と
え
ば
讃
岐
高
松
城
の
水
の
手
門
や
、
備
後
三
原
城

の
船
入
り
を
連
想
さ
せ
る
も
の
だ
っ
た
。
原
城
は
最
大
限
に
、
有
明
海
を

利
用
し
て
作
ら
れ
た
城
で
、
海
に
開
か
れ
た
城
だ
っ
た
。

　
海
は
一
揆
の
基
盤
で
あ
る
天
草
諸
島
と
有
馬
を
結
ぶ
。
さ
ら
に
は
東
シ

ナ
海
を
通
じ
て
中
国
大
陸
に
、
ま
た
遠
く
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
も
つ
な
が
る
。

キ
リ
シ
タ
ン
大
名
有
馬
氏
は
、
こ
の
有
馬
地
方
に
セ
ミ
ナ
リ
オ
．
コ
レ
ジ

オ
を
開
校
し
、
そ
こ
で
学
ん
だ
少
年
た
ち
は
天
正
遣
欧
使
節
と
し
て
、
は

る
か
ロ
ー
マ
に
ま
で
行
っ
て
い
る
。
日
本
の
西
端
、
有
馬
・
原
城
は
海
を

通
じ
て
世
界
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

　
し
か
し
天
草
・
島
原
の
乱
の
考
察
に
際
し
て
は
、
原
城
の
こ
う
し
た
特
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色
が
考
慮
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
幕
府
方
の
船
が
原
城
を
取
り
囲
み
、
海
上
を
封
鎖
し
て
い
る
。
そ
う
い
う
イ
メ
ー

ジ
だ
け
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
孤
立
し
た
原
城
だ
っ
た
。
し
か
し
原
城
を
海
上
か
ら
攻
撃
し
よ
う
と
し
て
も
、
汐
の
流
れ
が

激
し
く
、
一
ヶ
所
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
攻
撃
し
た
側
が
残
し
た
記
録
に
も
、
そ
う
書
か
れ
て
い
る
。

　
　
「
潮
行
早
く
船
懸
り
候
儀
不
二
罷
成
順
潮
の
た
る
み
く
に
鉄
炮
を
放
申
候
」
（
「
有
馬
記
録
」
・
『
島
原
半
島
史
』
中
、
二
八

　
　
五
・
二
九
九
頁
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
潮
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
登
）
　
　
　
　
　
　
　
　
（
押
）

　
　
「
ロ
ノ
津
よ
り
壱
里
こ
な
た
に
て
塩
出
向
申
候
故
、
船
の
ほ
り
不
レ
申
、
お
さ
せ
申
候
三
共
、
早
崎
之
塩
は
や
く
御

　
　
　
　
　
　
（
後
）
　
　
（
下
が
り
）

　
　
坐
候
而
、
跡
に
さ
か
り
申
1
」
（
「
部
分
御
旧
記
」
・
『
熊
本
県
史
料
・
近
世
』
三
・
二
〇
二
頁
）

　
有
明
海
は
干
満
差
が
大
き
い
。
一
日
に
二
度
、
四
メ
ー
ト
ル
の
干
満
が
く
り
返
さ
れ
る
。
落
差
四
メ
ー
ト
ル
…
…
向

き
を
変
え
て
潮
は
急
流
と
な
る
。
攻
め
手
は
一
カ
所
に
と
ど
ま
る
こ
と
は
で
き
ず
、
有
効
な
射
撃
が
で
き
な
か
っ
た
。
攻

城
軍
の
一
員
は
そ
う
記
し
て
い
た
。

　
む
ろ
ん
、
た
る
み
（
満
潮
な
い
し
干
潮
の
潮
の
停
止
時
）
に
は
打
て
た
わ
け
だ
が
、
鉄
砲
の
有
効
射
撃
距
離
は
二
〇
〇
メ
ー

ト
ル
と
い
う
か
ら
、
海
か
ら
の
短
時
間
の
攻
撃
で
は
、
さ
し
て
打
撃
を
与
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
上
陸
す
れ
ば
逆
襲
さ

れ
た
。

　
逆
に
籠
城
側
に
有
利
に
な
っ
た
点
は
多
い
。
潮
は
眼
前
に
急
な
川
の
流
れ
が
あ
る
よ
う
な
も
の
だ
。
北
流
が
六
時
間
後

に
は
南
流
と
な
る
。
川
で
の
舟
運
は
下
流
か
ら
上
流
に
は
使
い
に
く
い
が
、
こ
こ
で
は
逆
の
方
向
に
も
舟
が
使
え
る
。
潮

の
流
れ
に
乗
れ
ば
、
天
草
に
も
行
け
る
し
、
宇
土
半
島
（
三
角
半
島
）
と
も
連
絡
が
取
れ
た
。
お
そ
ら
く
は
食
料
や
燃

料
・
薪
な
ど
物
資
の
補
給
、
人
の
入
れ
替
え
も
可
能
だ
っ
た
。

　
熊
本
藩
は
芦
北
郡
の
佐
敷
、
津
奈
木
、
宇
土
郡
の
赤
瀬
、
塩
屋
、
大
田
尾
、
戸
口
、
飽
田
郡
の
河
内
な
ど
「
浦
々
舟
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着
」
に
張
番
を
置
い
た
（
『
丁
年
輯
録
』
五
－
四
三
四
頁
）
。
特
に
原
城
の
対
岸
、
熊
本
藩
士
で
あ
る
宇
土
半
島
の
そ
れ
ぞ
れ
の

津
に
は
、
配
置
さ
れ
た
人
数
も
多
く
、
厳
し
い
敬
言
備
だ
っ
た
。
そ
れ
で
も
か
れ
ら
は
し
ぼ
し
ば
警
備
の
手
薄
さ
を
上
層
部

に
訴
え
て
い
る
。
戸
口
浦
守
備
兵
の
言
い
分
に
よ
れ
ば
、
舟
の
つ
け
や
す
い
浜
は
四
、
五
丁
（
五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
以
上
）
も

続
き
、
一
般
の
船
の
出
入
り
も
多
く
、
紛
れ
こ
ま
れ
た
ら
チ
ェ
ッ
ク
し
き
れ
な
い
。
し
か
も
隣
の
守
備
兵
の
担
当
す
る
地

区
ま
で
一
里
も
あ
っ
て
は
、
鉄
砲
二
人
分
の
手
勢
で
は
「
手
つ
か
へ
」
が
生
じ
る
と
嘆
願
し
て
い
る
。

　
「
夜
の
内
ハ
、
猶
以
所
々
無
二
油
断
一
様
二
被
レ
入
二
御
念
一
」

夜
は
と
く
に
危
険
だ
っ
た
（
以
上
「
御
家
中
文
通
の
内
抜
書
」
『
原
史
料
で
綴
る
天
草
島
原
の
乱
』
一
三
八
、
二
六
五
、
三
〇
八
、
八
五
一

頁
ほ
か
多
数
）
。

　
海
に
よ
っ
て
閉
鎖
さ
れ
、
閉
じ
こ
め
ら
れ
た
城
。
そ
う
し
た
原
城
の
イ
メ
ー
ジ
は
根
本
的
に
ま
ち
が
っ
て
い
る
の
で
は

な
い
か
。
通
説
は
根
本
か
ら
問
い
直
し
た
い
。
原
城
の
発
掘
が
大
き
な
示
唆
を
く
れ
た
。

二
　
内
　
乱
　
へ

各
地
に
派
遣
さ
れ
た
キ
リ
シ
タ
ン
の
使
者
た
ち

　
寛
永
十
四
年
目
＝
ハ
一
二
七
年
＊
但
し
日
本
暦
＋
二
月
は
西
暦
で
は
＝
ハ
一
二
八
年
に
な
っ
て
い
る
）
十
二
月
、
天
草
・
島
原
の
乱
、

さ
な
か
の
こ
と
で
あ
る
。
日
向
往
還
の
道
筋
の
村
、
肥
後
国
阿
蘇
郡
小
森
で
、
一
人
の
旅
人
が
捕
え
ら
れ
た
。
そ
の
名
を

八
兵
衛
と
い
っ
た
。
彼
は
島
原
半
島
の
先
端
、
口
之
津
に
住
む
キ
リ
シ
タ
ン
で
あ
っ
た
。
乱
の
直
前
に
は
長
崎
に
い
た
。

天
草
四
郎
の
父
、
甚
兵
衛
と
も
知
り
合
い
だ
と
い
う
。

　
阿
蘇
外
輪
山
、
護
王
峠
を
越
え
、
ま
っ
す
ぐ
い
け
ば
日
向
延
岡
。
そ
の
延
岡
は
い
ま
、
有
馬
氏
の
領
地
だ
っ
た
。
有
馬

氏
こ
そ
原
城
の
旧
主
。
い
う
ま
で
も
な
く
、
か
つ
て
は
キ
リ
シ
タ
ン
大
名
だ
っ
た
。
そ
こ
に
は
む
か
し
の
キ
リ
シ
タ
ン
仲

エ848原城の戦いを考え直す



間
が
多
く
い
る
。
彼
ら
に
連
絡
を
と
る
。
あ
わ
よ
く
ば
蜂
起
を
促
す
。
そ
れ
こ
そ
が
彼
の
任
務
だ
っ
た
だ
ろ
う
。
と
ら
わ

れ
た
八
兵
衛
は
乱
の
終
了
ま
で
拘
束
さ
れ
、
そ
の
後
に
火
あ
ぶ
り
に
さ
れ
た
（
「
御
家
中
文
通
の
内
抜
書
」
『
原
史
料
で
綴
る
天

草
・
島
原
の
乱
』
〇
二
三
八
～
九
、
二
四
八
、
七
〇
九
、
一
四
六
五
、
七
四
、
一
五
四
二
）
。

　
幕
府
首
脳
は
島
原
の
乱
の
各
地
へ
の
波
及
を
極
度
に
恐
れ
て
い
た
。
日
本
に
は
キ
リ
シ
タ
ン
は
ま
だ
ま
だ
多
か
っ
た
。

乱
の
発
生
を
知
る
や
否
や
、
十
一
月
十
三
日
、
直
ち
に
山
形
城
主
保
科
正
之
、
庄
内
藩
主
酒
井
白
酒
、
四
国
松
山
藩
主
松

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
定
行
、
今
治
藩
主
松
平
定
房
ら
奥
羽
や
四
国
の
諸
大
名
に
国
元
へ
の
帰
国
を
命
じ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
れ
は
「
天
草
蜂
起
に
よ
る
不
慮
に
備
え
ん
が
為
」
だ
っ
た
（
「
寛
永
日
記
」
、
保
科
家
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
に
つ
れ
い
じ
ん

「7呼べ
to）（　ii

図31　細川忠利（左）と忠興の印章

記
録
「
土
津
霊
神
事
実
」
）
。

　
そ
の
前
日
の
十
二
［
口
、
熊
本
藩
主
細
川
忠
利
は
仙
台
藩
主
伊
達
忠
宗
に
書
状
を
記
し
、

領
内
の
転
び
切
支
丹
の
動
き
を
警
戒
せ
よ
と
忠
告
し
て
い
る
。

　
　
コ
　
き
り
し
た
ん
の
儀
に
候
間
、
如
何
儀
之
才
覚
を
遠
国
へ
可
レ
仕
も
不
レ
存
候

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
落
）

　
　
　
問
、
御
国
之
内
も
其
御
分
別
を
被
レ
加
、
お
ち
候
き
り
し
た
ん
〈
＊
転
び
キ
リ
シ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
え

　
　
　
タ
ン
、
転
向
者
〉
に
心
を
書
影
へ
と
可
レ
被
二
仰
付
一
候
哉
、
我
等
国
な
と
も
、
前

　
　
　
か
ど

　
　
　
廉
お
ち
候
き
り
し
た
ん
、
成
か
へ
り
く
＊
再
転
向
v
の
番
を
仕
ら
れ
〈
＊
警
戒
．

　
　
　
監
視
〉
主
潮
」
（
『
半
面
輯
録
』
五
1
一
九
五
頁
、
『
原
史
料
で
綴
る
天
草
．
島
原
の
乱
』
〇

　
　
　
三
一
四
）

　
手
紙
を
書
い
た
細
川
忠
利
は
、
今
で
こ
そ
弾
圧
者
の
側
に
廻
っ
て
い
る
が
、
母
は
か

の
ガ
ラ
シ
ャ
夫
人
で
あ
る
。
母
か
ら
の
影
響
を
受
け
な
か
っ
た
は
ず
は
な
い
。
若
き
日

二　内乱へ185
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図32 細川忠利書状((財)松井文庫蔵、八代市立博物館提供)
ガラシアの年忌祭は豊前・中津時代には「はてれんJ(下段l行目)で行われて
いた。

追
而
申
入
候
、

(
細
川
ガ
ラ
シ
ヤ
)

は
〉
に
て
候
人

(
弔
)

御
と
む
ら
い

(
津
)

之
儀
、
内
5
中
つ
ニ

申
お
き
候
処
ニ
、

(
機
)

ぜ
ん
寺
に
て

被
仰
付
候
よ
し

申
越
候
、
其
分

候
哉
、
と
か
く

忠
興
様
被
仰
付
候

処
へ
、
心
さ
し
申
度
候
、

久
右
衛
門
尉
そ
れ
へ
可

参
候
問
、
よ
き

様
ニ
可
被
申
付
候
、

(
折
返
し
)
(
パ

「
も
し
又
、
半

】
ア
レ
ン
)

天
連
に
て
御
と
む
ら
い

候
へ
ハ
、
不
及
申
候
、

恐

t
謹
言
、内

記
忠
利
(
花
押
)

七
月
七
日

(
康
之
)

松
井
殿

(
沢
村
吉
重
)

大
学
殿進
之
候

186 原城の戦いを考え直す8 



に
は
ロ
ー
マ
字
の
印
判
を
使
用
し
て
い
る
（
図
3
1
）
。
母
の
死
後
も
一
六
一
〇
（
慶
長
一
五
）
年
ま
で
豊
前
の
教
会
で
年
忌
祭

を
と
り
お
こ
な
っ
て
い
た
。
禅
宗
で
の
法
要
へ
切
り
替
え
を
指
示
し
て
き
た
父
忠
興
に
、
疑
念
を
い
だ
い
た
書
状
が
残
っ

て
い
る
（
図
3
2
）
。
細
川
家
に
は
家
の
紋
「
九
曜
」
が
入
っ
た
南
蛮
鐘
ま
で
伝
来
し
て
い
る
。
教
会
の
鐘
で
あ
ろ
う
（
図

3
3
）
。
細
川
家
全
体
が
キ
リ
シ
タ
ン
だ
っ
た
時
期
が
あ
る
こ
と
は
、
ま
ち
が
い
な
い
。
忠
利
も
若
き
日
に
は
耶
蘇
教
の
信

者
な
い
し
は
シ
ン
パ
（
共
感
者
）
で
あ
っ
た
。

　
手
紙
を
受
け
取
っ
た
側
、
仙
台
・
伊
達
と
い
え
ば
、
支
倉
常
長
の
慶
長
遣
欧
使
節
が
想
起
さ
れ
る
。
商
量
の
父
伊
達
政

宗
は
、
使
節
派
遣
に
よ
っ
て
、
幕
府
の
禁
教
政
策
に
逆
行
す
る
キ
リ
シ
タ
ン
拡
大
政
策
を
提
案
、
あ
わ
よ
く
ば
ス
ペ
イ
ン

と
同
盟
を
結
ん
で
、
徳
川
政
権
に
と
っ
て
代
わ
ろ
う
と
し
た
。
喜
平
の
子
常
頼
は
キ
リ
シ
タ
ン
禁
制
を
破
っ
た
た
め
、
領

地
没
収
の
上
切
腹
さ
せ
ら
れ
る
が
、
そ
れ
は
島
原
の
乱
終
了
後
の
寛
永
十
七
年
（
一
六
四
〇
）
の
こ
と
だ
っ
た
（
大
泉
光
一

『
支
倉
常
長
』
一
九
九
九
）
。

　
「
キ
リ
シ
タ
ン
は
ど
の
よ
う
な
才
覚
を
持
っ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
」
「
遠
国
に
も
た
や
す
く
飛
火
す
る
」
。
忠
利
の
言

葉
に
は
真
実
味
が
あ
る
。
国
内
に
網
の
目
に
張
り
め
ぐ
ら
さ
れ
た
キ
リ
シ
タ
ン
の
地
下
組
織
。
キ
リ
シ
タ
ン
組
織
の
存
在

を
よ
く
よ
く
知
っ
て
い
た
人
物
。
そ
れ
は
実
は
忠
利
で
あ
っ
た
。

　
そ
の
細
川
忠
利
の
領
内
自
体
も
危
な
か
っ
た
。
葦
北
郡
、
八
代
郡
、
宇
土
郡
。
天
草
と
海
続
き
で
、
昔
か
ら
キ
リ
シ
タ

ン
は
多
く
、
か
つ
旧
領
主
小
西
行
長
は
熱
心
に
そ
れ
を
保
護
し
て
い
た
。
危
険
地
帯
ぽ
か
り
。
乱
の
発
生
を
う
け
て
細
川

家
は
コ
揆
不
レ
起
様
に
」
、
そ
れ
ら
地
域
の
対
策
に
腐
心
し
た
（
『
綿
入
輯
録
』
五
－
四
四
〇
頁
）
。

　
一
番
危
険
だ
っ
た
の
は
長
崎
で
あ
る
。
長
崎
代
官
末
次
平
蔵
が
大
坂
町
奉
行
に
宛
て
た
十
一
月
十
五
日
の
書
状
に
は
緊

迫
感
が
満
ち
あ
ふ
れ
て
い
る
（
「
島
原
日
記
」
〈
『
原
史
料
で
綴
る
天
草
・
島
原
の
乱
』
〇
三
六
八
〉
）
。
幕
府
方
は
兵
力
の
か
な
り
を

二　内乱へエ87
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教会に架けられたのであろう。細川家の家紋

（九曜紋）が入っている。

　
長
崎
は
戒
厳
令
下
に
置
か
れ
た
。
長
崎
に
は
多
く
の
キ
リ
シ
タ
ン
が
い
る
。

る
こ
と
を
貫
い
た
浦
上
村
の
例
を
引
く
ま
で
も
な
い
。
そ
の
中
心
に
出
島
が
あ
り
、

　
乱
の
当
初
、
天
草
で
行
方
不
明
に
な
っ
た
益
田
甚
兵
衛
、
四
郎
（
天
草
四
郎
）

の
と
き
甚
兵
衛
は
長
崎
に
行
っ
て
い
た
（
『
綿
考
輯
録
』
五
－
一
三
八
頁
）
。
蜂
起
の
直
後
に
、

列
を
離
れ
長
崎
に
行
っ
て
い
る
。
甚
兵
衛
は
細
川
領
の
宇
土
郡
江
部
村
の
人
間
だ
っ
た
が
、
出
身
地
は
天
草
の
大
矢
野
、

長
崎
浜
の
町
に
住
ん
で
い
た
こ
と
も
あ
り
（
「
白
石
紳
書
」
六
ほ
か
）
、
長
崎
の
地
理
、
事
情
に
は
明
る
か
っ
た
。

　
な
ぜ
惣
大
将
格
の
甚
兵
衛
が
戦
列
を
離
れ
た
の
か
。
考
え
ら
れ
る
こ
と
の
第
一
は
同
調
す
る
キ
リ
シ
タ
ン
た
ち
へ
の
連

割
い
て
日
見
峠
な
ど
長
崎
口
の
警
戒
に
当
た

っ
た
。
こ
の
峠
は
実
際
に
長
崎
を
め
ざ
し
た

一
揆
方
が
越
え
よ
う
と
し
た
道
で
あ
る
。
ま

た
鍋
島
家
で
も
長
崎
に
備
え
て
岡
三
諌
早
に

五
千
の
兵
を
待
機
さ
せ
た
（
「
有
馬
之
役
」

〈
『
島
原
半
島
史
』
三
一
九
頁
〉
）
。
長
崎
奉
行
の

榊
原
職
直
、
馬
場
利
重
は
江
戸
よ
り
直
ち
に

戻
さ
れ
、
大
村
藩
鉄
砲
隊
支
援
の
も
と
に
、

や
っ
と
長
崎
に
入
っ
た
（
「
岡
山
藩
聞
書
」

〈『

ｴ
史
料
で
綴
る
天
草
・
島
原
の
乱
』
○
八
四

五
〉
）
。

　
幕
末
ま
で
村
中
全
員
が
キ
リ
シ
タ
ン
で
あ

　
　
　
ポ
ル
ト
ガ
ル
商
館
が
置
か
れ
て
い
た
。

　
父
子
を
熊
本
藩
が
捜
索
し
て
い
た
。
そ

　
　
　
　
　
一
揆
の
指
導
者
・
首
謀
者
が
戦

1888原城の戦いを考え直す
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絡
。
第
二
に
は
よ
り
重
要
な
こ
と
と
し
て
ポ
ル
ト
ガ
ル
商
館
へ
の
連
絡
。
長
崎
へ
の
使
者
に
は
彼
こ
そ
最
適
任
だ
っ
た
。

キ
リ
シ
タ
ン
に
と
っ
て
の
長
崎
は
き
わ
め
て
重
要
な
戦
略
地
で
、
当
初
一
揆
方
は
長
崎
を
め
ざ
し
て
進
軍
し
た
。
幕
府
軍

に
阻
ま
れ
て
、
原
城
の
籠
城
戦
に
作
戦
を
切
り
替
え
た
。

　
一
揆
方
は
原
城
の
城
内
か
ら
「
国
々
の
き
り
し
た
ん
に
お
こ
り
候
へ
」
と
、
次
々
に
使
者
を
派
遣
し
た
。
そ
う
記
録
さ

れ
て
い
る
（
二
月
三
日
松
野
織
部
ら
三
名
書
状
、
『
綿
考
輯
録
』
五
－
四
三
〇
頁
）
。

　
肥
後
・
肥
前
・
中
国
・
四
国
・
畿
内
・
出
羽
・
陸
奥
。
日
本
国
内
に
は
い
ま
だ
に
キ
リ
シ
タ
ン
は
多
く
、
天
草
、
島
原

に
続
き
、
い
つ
ど
こ
で
キ
リ
シ
タ
ン
一
揆
が
起
き
て
も
お
か
し
く
は
な
か
っ
た
。
そ
し
て
一
揆
の
側
は
必
死
で
各
地
の
キ

リ
シ
タ
ン
に
蜂
起
を
働
き
か
け
た
。

　
キ
リ
シ
タ
ン
は
商
売
人
、
出
家
、
山
伏
、
「
は
か
せ
」
の
姿
を
し
て
隣
国
に
潜
る
と
い
わ
れ
て
い
た
（
薩
藩
旧
記
雑
録
・

＋
二
月
二
＋
二
日
島
津
久
賀
ら
書
状
、
『
原
史
料
で
綴
る
天
草
・
島
原
の
乱
』
〇
二
一
二
八
～
九
）
。
「
は
か
せ
」
は
陰
陽
師
、
被
差
別
民
で

あ
る
。

　
乱
終
結
後
の
寛
永
十
五
年
五
月
、
薩
摩
で
捕
え
ら
れ
た
キ
リ
シ
タ
ン
一
揆
の
大
将
、
芦
塚
忠
兵
衛
の
子
ど
も
（
皆
吉
長

右
衛
門
・
芦
塚
権
右
衛
門
）
、
そ
し
て
孫
が
処
刑
さ
れ
た
。
小
さ
な
子
供
ま
で
処
刑
さ
れ
る
と
い
う
の
は
、
か
れ
ら
が
一
揆
方

の
大
将
格
と
認
識
さ
れ
て
い
た
証
左
で
あ
る
。
芦
塚
兄
弟
も
ま
た
任
務
を
帯
び
て
薩
摩
に
い
た
（
「
湿
原
日
記
」
ほ
か
、
『
原

史
料
で
綴
る
天
草
・
島
原
の
乱
』
一
五
六
四
、
六
五
、
七
六
、
七
七
、
七
九
、
八
一
）
。

　
こ
の
事
態
に
五
月
十
六
日
、
薩
摩
・
島
津
光
久
は
琉
球
王
府
に
対
し
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
指
令
し
た
。

　
　
「
命
日
琉
球
国
一
日
、
原
城
既
陥
、
貴
理
師
旦
喪
二
其
巣
穴
一
恐
有
余
党
奔
逸
、
若
至
二
爾
国
一
轍
捕
送
レ
之
、
不
レ
能
諏
訪
殺
一

之
」
（
『
島
津
国
史
』
）

エ908原城の戦いを考え直す



　
「
原
城
か
ら
の
キ
リ
シ
タ
ン
が
琉
球
に
い
っ
た
な
ら
ば
、
生
け
捕
り
に
し
て
、
薩
摩
に
送
れ
、
直
ち
に
殺
し
た
り
し
て

は
い
け
な
い
」
。

　
単
な
る
残
党
、
落
武
者
な
ら
ば
、
殺
し
た
と
て
、
か
ま
う
ま
い
。
わ
ざ
わ
ざ
こ
の
よ
う
な
指
令
を
出
す
必
要
は
な
い
。

か
れ
ら
は
あ
る
任
務
を
帯
び
て
、
琉
球
に
潜
伏
し
て
い
る
。
生
け
捕
り
に
し
て
確
認
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
多
く

あ
っ
た
。

　
そ
の
琉
球
。
こ
の
南
の
島
に
、
や
は
り
キ
リ
シ
タ
ン
が
潜
伏
し
て
い
た
。
男
は
「
御
国
元
」
す
な
わ
ち
薩
摩
か
ら
き
た

と
い
う
。
す
な
わ
ち
島
原
の
雪
後
の
崇
頑
十
三
年
（
一
六
四
〇
、
日
本
寛
永
＋
七
年
）
、
次
の
記
録
が
残
さ
れ
て
い
る
。

　
　
「
崇
頑
十
三

　
同
年
御
国
元
之
人
玄
や
と
申
者
、
御
当
地
被
レ
致
一
一
居
住
一
端
処
、
鬼
利
死
丹
之
法
相
学
候
様
風
聞
被
釣
召
、
御
国
元
江

　
爪
判
候
付
、
宰
領
座
喜
味
・
姓
名
不
落
」
（
『
大
和
江
御
使
者
記
』
、
沖
縄
県
立
図
書
館
「
東
恩
納
文
庫
」
）

　
か
く
し
て
潜
伏
し
て
い
た
キ
リ
シ
タ
ン
玄
や
は
「
御
国
元
」
（
薩
摩
）
に
送
還
さ
れ
た
。
む
ろ
ん
、
い
ま
に
残
さ
れ
た
断

片
的
史
料
の
み
か
ら
で
は
、
彼
が
原
城
の
関
係
者
で
あ
っ
た
の
か
、
否
か
を
確
認
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
だ
が
。

　
薩
摩
か
ら
琉
球
に
か
け
て
潜
ん
で
い
た
キ
リ
シ
タ
ン
た
ち
は
、
何
を
も
く
ろ
ん
で
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
生
け
捕
り
を
指

示
し
た
幕
府
は
何
を
聞
き
出
そ
う
と
し
て
い
た
の
か
。

　
　
　
　
三
　
援
軍
の
本
命
は
ポ
ル
ト
ガ
ル
ー
カ
ソ
リ
ッ
ク
（
イ
エ
ズ
ス
会
）
と
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
宗
教
戦
争

　
籠
城
作
戦
は
援
軍
が
来
る
こ
と
が
大
前
提
で
あ
る
。
援
軍
の
こ
な
い
籠
城
に
は
意
味
が
な
い
。
三
河
長
篠
城
、
備
中
高

松
城
、
尾
張
大
高
城
。
い
ず
れ
も
援
軍
の
到
来
ま
で
の
籠
城
戦
だ
っ
た
。
そ
こ
に
勝
機
が
見
出
せ
る
か
ら
こ
そ
、
籠
城
し
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た
の
で
あ
る
。
－
－
－
…

　
三
〇
年
前
、
一
六
〇
五
年
に
は
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
数
は
一
七
五
万
人
、
日
本
の
人
口
の
一
〇
分
の
一
を
占
め
た
（
大
泉

光
一
『
支
倉
班
長
』
一
九
九
九
）
。
日
本
に
は
キ
リ
シ
タ
ン
は
ま
だ
ま
だ
と
て
も
多
か
っ
た
。
抑
圧
さ
れ
た
各
地
の
キ
リ
シ
タ

ン
が
、
連
帯
し
て
一
斉
に
蜂
起
す
る
。
日
本
は
内
乱
状
態
に
な
る
。
そ
こ
に
本
当
の
援
軍
が
来
る
。
琉
球
の
先
は
中
国
。

そ
こ
に
は
漢
門
（
マ
カ
オ
）
が
あ
っ
た
。
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
ア
ジ
ア
最
大
の
拠
点
で
あ
る
。
ポ
ル
ト
ガ
ル
こ
そ
が
、
一
揆
が

頼
ん
だ
援
軍
の
本
命
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

　
幕
府
方
の
総
大
将
、
松
平
伊
豆
守
信
綱
は
な
ん
と
オ
ラ
ン
ダ
船
に
依
頼
し
て
、
海
ま
た
陸
か
ら
原
城
を
砲
撃
さ
せ
た
。

こ
の
作
戦
に
は
反
対
者
が
多
か
っ
た
。
細
川
忠
利
は
「
攻
め
よ
と
い
わ
れ
れ
ば
、
我
等
熊
本
勢
だ
け
で
攻
め
落
と
し
ま
す
。

ま
し
て
こ
れ
だ
け
の
軍
勢
、
た
だ
味
方
の
損
害
を
少
な
く
す
る
た
め
だ
け
に
、
こ
う
し
て
じ
っ
く
り
攻
め
て
い
る
。
わ
た

し
は
そ
う
了
解
し
て
い
ま
し
た
。
外
国
船
の
手
を
借
り
る
の
は
如
何
か
。
日
本
の
恥
辱
そ
の
も
の
で
は
な
い
か
」
と
激
し

く
批
判
・
抗
議
し
た
。
そ
れ
に
対
し
信
綱
は
こ
う
答
え
る
（
『
綿
考
輯
録
』
五
一
四
〇
九
頁
）
。

　
　
「
伊
豆
守
殿
被
レ
仰
候
ハ
、
拙
者
異
国
船
を
呼
寄
候
ハ
、
一
揆
共
南
蛮
国
と
申
合
せ
、
追
付
南
蛮
よ
り
加
勢
指
越
得
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
如
）

　
　
と
百
姓
共
を
欺
き
申
由
な
れ
ハ
、
異
国
人
に
申
付
、
鉄
炮
濾
せ
二
胡
・
、
南
蛮
国
さ
へ
あ
の
こ
と
き
と
て
、
城
内
の

　
　
百
姓
と
も
宗
旨
の
霊
鳥
を
合
点
可
レ
仕
か
と
立
付
候
は
か
り
に
て
、
日
本
の
恥
に
成
鳥
と
の
儀
は
料
簡
無
レ
之
」

　
　
（
切
支
丹
ど
も
は
お
っ
つ
け
南
蛮
よ
り
味
方
が
来
る
な
ど
と
い
っ
て
い
る
。
そ
の
南
蛮
船
か
ら
砲
撃
さ
れ
る
こ
と
こ

　
　
そ
、
彼
ら
に
一
番
の
衝
撃
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
）

　
一
揆
は
イ
エ
ズ
ス
会
（
旧
教
）
の
影
響
下
に
あ
っ
た
。
発
掘
調
査
で
原
城
か
ら
出
た
メ
ダ
イ
（
メ
ダ
ル
）
に
も
、
イ
エ
ズ

ス
会
の
ロ
ヨ
ラ
や
ザ
ビ
エ
ル
の
像
が
描
か
れ
て
い
る
。
「
サ
ン
テ
ィ
ア
ー
ゴ
！
」
一
揆
方
の
圏
の
声
は
神
の
国
ボ
ル
ト
ガ

1948原城の戦いを考え直す



ル
の
戦
士
に
同
じ
だ
っ
た
（
『
商
館
日
記
』
一
月
八
日
条
）
。
ポ
ル
ト
ガ
ル
は
旧
教
国
（
ロ
ー
マ
教
、
カ
ソ
リ
ッ
ク
）
。
攻
め
た
オ
ラ

ン
ダ
は
新
教
国
（
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
）
。

　
オ
ラ
ン
ダ
は
旧
教
国
ス
ペ
イ
ン
（
イ
ス
パ
ニ
ア
）
領
の
一
部
だ
っ
た
が
、
新
教
の
信
者
が
多
く
、
旧
教
ス
ペ
イ
ン
に
よ
る

宗
教
弾
圧
を
嫌
い
、
独
立
し
よ
う
と
し
た
。
独
立
戦
争
、
八
○
年
戦
争
で
あ
る
。
一
五
八
一
年
に
オ
ラ
ン
ダ
が
独
立
宣
言

を
し
、
一
五
八
八
年
の
ス
ペ
イ
ン
無
敵
艦
隊
の
敗
北
を
経
て
、
一
六
〇
九
年
の
オ
ラ
ン
ダ
の
実
質
的
な
独
立
を
経
た
の
ち

も
、
な
お
戦
争
状
態
に
あ
っ
た
。
互
い
を
「
不
倶
戴
天
の
敵
」
と
認
識
し
（
『
オ
ラ
ン
ダ
商
館
日
記
』
一
六
一
二
八
年
九
月
五
日

条
）
、
島
原
の
乱
の
さ
な
か
に
該
当
す
る
一
六
三
八
年
の
二
月
五
日
目
西
暦
）
に
は
、
ゴ
ア
沖
で
ポ
ル
ト
ガ
ル
艦
隊
と
オ
ラ

ン
ダ
艦
隊
が
海
戦
し
、
双
方
の
船
が
炎
上
し
た
（
『
同
上
』
一
六
一
二
八
三
七
月
一
〇
望
診
）
。
こ
う
し
た
状
況
下
、
オ
ラ
ン
ダ
側

が
幕
府
と
結
び
つ
い
た
。
一
方
、
対
抗
し
て
ポ
ル
ト
ガ
ル
・
ス
ペ
イ
ン
側
が
反
幕
府
勢
力
キ
リ
シ
タ
ン
と
結
び
つ
く
。
そ

う
し
た
図
式
が
当
然
あ
り
え
た
。

　
オ
ラ
ン
ダ
が
原
城
の
キ
リ
シ
タ
ン
を
攻
撃
す
る
こ
と
は
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
を
攻
撃
す
る
こ
と
と
同
じ
で
あ
る
。
幕
府
U
オ

ラ
ン
ダ
、
一
揆
1
ー
ポ
ル
ト
ガ
ル
と
い
う
軍
事
同
盟
の
構
図
が
み
え
て
く
る
。
実
際
に
幕
府
は
一
揆
の
背
後
に
カ
レ
ウ
タ

（
ポ
ル
ト
ガ
ル
）
船
が
お
り
、
カ
レ
ウ
タ
船
の
背
後
に
一
揆
が
あ
る
と
警
戒
し
て
い
た
。

　
乱
の
最
中
で
い
え
ぼ
、
オ
ラ
ン
ダ
船
レ
イ
プ
号
が
有
馬
に
到
着
す
る
や
否
や
、
上
使
戸
田
左
門
は
、
オ
ラ
ン
ダ
商
館
長

に
対
し
、
さ
か
ん
に
マ
ニ
ラ
攻
略
の
可
能
性
を
問
い
た
だ
し
た
（
『
商
館
日
記
』
一
六
三
八
年
二
月
二
四
日
条
．
日
本
暦
寛
永
十
五

年
一
月
十
一
日
）
。
マ
ニ
ラ
は
ス
ペ
イ
ン
の
拠
点
、
ル
ソ
ン
（
呂
宋
）
で
あ
る
。
敵
は
有
馬
だ
け
で
は
な
い
。
マ
ニ
ラ
．
マ
カ

オ
が
同
時
に
敵
だ
。
叩
き
た
い
。
作
戦
本
部
の
司
令
塔
、
上
使
戸
田
は
そ
う
認
識
し
て
い
た
。

　
乱
の
二
年
後
、
寛
永
十
七
年
六
月
十
八
日
の
「
覚
」
（
『
古
記
録
』
）
に
は
、
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と
あ
っ
て
、

現
し
な
か
っ
た
。

不
可
能
だ
っ
た
。

両
者
の
連
携
を
、

の
乱
の
最
後
に
見
ら
れ
た
。

　
す
な
わ
ち
天
草
四
郎
の
首
は
ポ
ル
ト
ガ
ル
商
館
前
に
晒
さ
れ
た
。
『
オ
ラ
ン
ダ
商
館
日
記
』
一
六
三
八
年
六
月
一
五
日

条
で
は
「
最
も
主
要
な
人
々
の
首
四
つ
は
、
約
四
千
の
他
の
人
々
の
首
と
と
も
に
長
崎
に
運
ば
れ
、
そ
し
て
（
若
干
は
）

棒
に
刺
し
て
桑
し
も
の
に
さ
れ
た
」
と
あ
る
。

　
主
要
な
首
四
つ
と
は
天
草
四
郎
と
そ
の
姉
、
い
と
こ
渡
辺
小
左
衛
門
、
ま
た
有
家
監
物
で
あ
る
（
『
長
崎
志
』
二
六
五
頁
、

海
老
沢
有
道
『
天
草
四
郎
』
、
昭
和
四
二
年
・
人
物
往
来
社
、
二
三
二
頁
）
。
そ
の
場
所
に
つ
い
て
は
出
島
橋
ま
た
は
大
波
戸
と
書
か

れ
て
い
る
（
同
上
、
ほ
か
「
稿
本
原
城
耶
蘇
首
記
」
『
島
原
半
島
史
』
五
二
四
頁
、
「
崎
陽
略
記
」
『
長
崎
古
今
集
覧
』
）
。

　
首
謀
者
た
ち
の
腐
敗
し
た
首
が
、
長
崎
大
波
戸
の
出
島
橋
、
す
な
わ
ち
ポ
ル
ト
ガ
ル
商
館
の
前
に
晒
さ
れ
た
。
こ
の
橋

を
渡
る
人
間
は
ポ
ル
ト
ガ
ル
商
館
出
入
り
の
者
の
み
だ
。
く
わ
え
て
こ
こ
は
西
坂
の
よ
う
な
獄
門
場
で
は
な
い
。
す
さ
ま

じ
く
、
重
苦
し
い
示
威
だ
っ
た
。
敵
対
国
へ
の
強
烈
な
見
せ
し
め
だ
っ
た
。

　
　
か
れ
う
た
船
来
り
即
時
、
国
主
江
人
数
を
出
し
宮
様
に
と
申
遣
し
候
剋
、
そ
の
所
の
切
支
丹
、
跡
に
て
起
こ
ら

一
さ
る
様
に
堅
く
仕
置
仕
る
へ
き
旨
、
申
越
す
へ
き
事

　
右
の
船
来
た
り
候
剋
、
（
中
略
）
も
し
人
数
を
出
し
候
跡
の
国
に
、
切
支
丹
の
徒
党
起
こ
る
に
お
い
て
は
、
承
届

一
け
、
加
勢
仕
る
へ
き
覚
悟
い
た
し
候
様
に
申
越
す
へ
き
事

　
　
ポ
ル
ト
ガ
ル
と
キ
リ
シ
タ
ン
一
揆
の
連
動
へ
の
、
幕
府
の
警
戒
感
が
如
実
だ
。
実
際
に
は
両
者
の
連
携
は
実

　
　
　
　
冬
は
北
風
が
卓
越
す
る
。
長
崎
か
ら
マ
カ
オ
（
漢
門
）
へ
の
連
絡
は
で
き
た
か
も
し
れ
な
い
が
、
逆
は

　
　
　
　
そ
し
て
一
揆
は
風
が
味
方
し
て
く
れ
る
春
三
月
ま
で
持
ち
こ
た
え
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
し
か
し

　
　
　
　
少
な
く
と
も
連
携
が
あ
る
と
み
た
幕
府
側
の
認
識
を
、
き
わ
め
て
象
徴
的
に
示
す
で
き
ご
と
が
、
島
原

1968原城の戦いを考え直す



　
そ
し
て
い
わ
ゆ
る
「
鎖
国
」
へ
。
ポ
ル
ト
ガ
ル
は
日
本
か
ら
放
逐
さ
れ
る
。
い
っ
ぽ
う
オ
ラ
ン
ダ
は
出
島
と
い
う
場
所

に
制
限
は
さ
れ
た
が
、
通
商
が
許
さ
れ
た
。
も
し
「
鎖
国
」
（
海
禁
）
が
キ
リ
ス
ト
教
の
布
教
を
恐
れ
て
の
措
置
だ
け
だ
っ

た
の
な
ら
、
明
ら
か
に
キ
リ
ス
ト
教
壇
で
あ
る
オ
ラ
ン
ダ
と
の
貿
易
は
許
さ
れ
る
は
ず
は
な
い
。

　
幕
府
は
オ
ラ
ン
ダ
が
キ
リ
ス
ト
教
国
で
あ
る
こ
と
は
百
も
承
知
だ
っ
た
。
平
戸
の
オ
ラ
ン
ダ
商
館
は
、
建
物
に
記
さ
れ

た
キ
リ
ス
ト
暦
（
日
冨
。
巨
嵩
置
国
β
西
暦
）
の
使
用
を
口
実
と
し
て
壊
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
通
商
は
許
し
た
。
幕
府
側

の
貿
易
に
よ
る
利
潤
を
求
め
る
声
も
強
か
っ
た
。
そ
う
し
た
こ
と
は
当
然
に
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
も
っ
と
も
重
要
視
さ
れ

た
の
は
オ
ラ
ン
ダ
の
も
つ
、
対
ポ
ル
ト
ガ
ル
・
軍
事
同
盟
者
と
し
て
の
役
割
だ
っ
た
。
オ
ラ
ン
ダ
は
明
ら
か
に
キ
リ
ス
ト

教
国
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
を
排
除
し
う
る
武
力
と
し
て
、
通
商
が
許
さ
れ
た
。
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